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●
実
質
収
支　
8
億
6
，6
5
4
万
円
の

黒
字

●
歳
入
総
額　
3
7
3
億
2
，7
0
1
万
円

◇
市
民
税
が
3.7
％
の
減
少

緩
や
か
な
経
費
回
復
に
伴
う
個
人
所
得

の
増
加
に
よ
り
個
人
市
民
税
が
1
億
2
，

8
2
6
万
円（
1.7
％
）の
増
と
な
り
ま
し

た
が
、法
人
市
民
税
が一部
企
業
か
ら
の

税
収
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
市
民
税

全
体
で
3
億
7
，0
6
9
万
円（
3.7
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、国
庫
支
出

金
は
、小
学
校
体
育
館・中
学
校
柔
剣
道

場
天
井
等
耐
震
改
修
事
業
が
終
了
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
3
億
9
，2
5
1
万
円

（
7.5
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
出
総
額　
3
6
2
億
7
，6
8
0
万
円

◇
教
育
費
が
2.2
％
の
増

　

半
田
市
体
育
館・プ
ー
ル・武
道
館
の
天

井
等
耐
震
改
修
工
事
が
本
格
化
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、教
育
費
全
体
で
8
，

8
7
7
万
円（
2.2
％
）の
増
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、公
債
費
は
高
金
利
時
代
に
借

入
れ
た
地
方
債
の
償
還
が
進
ん
だ
こ
と

な
ど
に
よ
り
1
億
2
，8
4
1
万
円（
5.3

％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

適
財
適
所

〜
限
り
あ
る
財
源
を
適
す
る
所
へ
〜

半
田
市
の
家
計
簿（
平
成
２９
年
度
決
算
）【
問
合
わ
せ
】 

財
政
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
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０
６
１
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６
０
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Ｅ
メ
ー
ル　
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平
成
２９
年
度（
昨
年
度
）の
決
算
状
況

「一般
会
計
」の
決
算
状
況

「
特
別
会
計
」の
決
算
状
況

●
歳
入
総
額　
２
２
７
億
６
，４
７
５
万
円

●
歳
出
総
額　
２
２
０
億
７
，４
４
０
万
円

最
も
規
模
の
大
き
な
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
で
は
、
３
億
８
，７
８
２
万
円
の
黒
字
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
で
も
２
億
５
，１
９
２
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
特
別
会
計
に
お
い
て

赤
字
収
支
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

歳入総額 373億2,701万円

歳出総額 362億7,680万円

平成29年度特別会計決算

目的別内訳 性質別内訳

歳入内訳 市税
227億2,922万円

その他
67億8,024万円

市債
2億2,500万円

地方交付税
4億2,643万円

県支出金
23億4,035万円

国庫支出金
48億2,577万円

行政の運営に（総務費）
39億409万円
【3万2,690円】

その他
26億6,097万円
【2万2,281円】

借入金の返済に
（公債費）
22億8,736万円
【1万9,153円】

ごみ処理や
健康管理に（衛生費）
30億2,015万円
【2万5,288円】 学校整備や

教育振興に（教育費）
41億6,059万円
【3万4,838円】

道路や橋の維持・
整備に（土木費）
56億7,887万円
【4万7,551円】

その他
24億2,697万円

投資的経費
32億8,833万円

扶助費
88億6,878万円

繰出金
32億9,468万円

公債費
22億8,736万円

補助費等
49億8,019万円

物件費
59億1,877万円

人件費
52億1,172万円

歳入決算額区　　　　　分

国民健康保険事業 119億4,611万円

歳出決算額

115億5,829万円
介護保険事業 81億1,634万円 78億6,442万円
後期高齢者医療事業 13億2,748万円 13億2,520万円
乙川中部土地区画整理事業 5億7,120万円 5億6,202万円
学校給食 4億8,039万円 4億6,882万円
中小企業従業員退職金等福祉共済事業 1億4,762万円 1億2,198万円
ＪＲ半田駅前土地区画整理事業 1億2,661万円 1億2,467万円
駐車場事業 2,967万円 2,967万円
黒石墓地事業 1,589万円 1,589万円
モーターボート競走事業 344万円 344万円

合　　　　　計 220億7,440万円227億6,475万円

歳出総額を市民一人当たりに
換算すると３０万３，７５５円にな
ります。
※【　】内の金額は平成２９年度末の
住民基本台帳人口（１１９，４２８人）
で割った市民一人当たりの支出額
です。

歳出内訳（目的別）の説明

福祉や子育て
支援に（民生費）
145億6,477万円
【12万1,954円】
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特 集 適財適所 ～限りある財源を適する所へ～

●
収
益
的

・
収
入
　
1
2
5
億
6
，9
3
9
万
円

・
支
出
　
1
2
6
億
9
，1
5
0
万
円

●
資
本
的

・
収
入
　
4
億
9
1
9
万
円

・
支
出
　
9
億
8
，0
5
7
万
円

◇
収
益
的
収
支
が
9
年
ぶ
り
の
赤
字

入
院
・
外
来
患
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り

収
益
が
伸
び
悩
み
、
給
与
の
引
上
げ
や

看
護
師
等
の
増
員
に
伴
う
人
件
費
の
増

加
を
上
回
る
収
益
を
確
保
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
収
益
状
況
は
約
1
億

2
，2
1
1
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。

●
収
益
的
　

・
収
入
　
22
億
7
，6
3
5
万
円

・
支
出
　
19
億
2
3
0
万
円

●
資
本
的

・
収
入
　
3
，2
3
5
万
円

・
支
出
　
9
億
4
，7
6
5
万
円

◇
収
益
的
収
支
が
16
年
連
続
の
黒
字

給
水
戸
数
及
び
工
場
使
用
量
の
増
加
に

伴
う
水
道
料
金
収
益
の
増
加
や
、
受
水

量
の
調
整
を
図
り
受
水
費
の
基
本
料
金

の
削
減
に
努
め
た
こ
と
等
に
よ
り
、
約

3
億
7
，4
0
5
万
円
の
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

●
収
益
的
　

・
収
入
　
39
億
7
，5
3
9
万
円

・
支
出
　
38
億
5
，0
0
7
万
円

●
資
本
的

・
収
入
　
16
億
8
6
8
万
円

・
支
出
　
27
億
7
，6
1
3
万
円

◇
収
益
的
収
支
が
2
年
連
続
の
黒
字

接
続
世
帯
の
増
加
に
よ
る
使
用
料
収
入

の
増
加
や
、
企
業
債
償
還
利
息
の
減
少

に
よ
る
費
用
の
削
減
に
よ
り
、
約
1
億

2
，5
3
2
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。

「
企
業
会
計
」の
決
算
状
況

病
院
事
業

水
道
事
業

下
水
道
事
業

半田市の財政を家計にたとえてみると
１か月の支出４５万４千円（※）をまかなうのに、月収（市税など）や実家からの仕送り（国庫支出金、県支出
金）など、４６万７千円の収入がありました。
これからは家族の医療費（扶助費）や家の補修費用（維持補修費）の増加が見込まれるため、生活費（人件
費、物件費など）を切り詰めるとともに、計画的に貯金（基金）を増やすことも考えなくてはなりません。

※日本の一世帯当たりの平均所得月額４６万７千円に、半田市の一般会計歳入歳出決算額に占める各費目の割合を乗じ、一般家
庭に相当するそれぞれの額を算出しています。（参考：厚生労働省「平成２９年国民生活基礎調査」）

はんだ家１ヶ月の家計簿　　※（　）は予算上の項目です。

４６万７千円

３２万8千円月収〈給料、各種手当〉
（市税、地方交付税、地方譲与税ほか）

合　　　計

パートなどの副収入、資産活用、雑収入など
（使用料、負担金、財産収入など）

実家からの仕送り
（国・県支出金）

先月の残り
（繰越金）

ローンの借入
（市債）

収　　　入

１１万１千円

２万９千円

１３万９千円

４万８千円

１０万３千円

２万４千円

３万2千円

９万円

３千円

１万４千円

家族の医療費など
（扶助費）

４５万４千円

ローンの返済
（公債費）

支　　　出

生活費〈食費、光熱費など〉
（人件費、物件費）

家族への仕送り
（繰出金、補助費）
貯金、その他雑費
（基金積立金など）

家の増改築、補修など
（維持修理費、普通建設事業費）

合　　　計
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適
財
適
所
〜
限
り
あ
る
財
源
を
適
す
る
所
へ
〜

半
田
市
財
政
の
現
状

地
方
公
共
団
体
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
標
を
使
っ
て
、
財

政
の
健
康
状
態
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
４
つ
の

財
政
指
標
か
ら
な
る
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
公
営
企
業
会

計
ご
と
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

表
に
お
示
し
し
た
と
お
り
、
い
ず
れ
の
数
値
も
基
準
を
達

成
し
、
健
康
な
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
資
金
不
足
比
率
に
お
い
て
は
、

赤
字
ま
た
は
不
足
額
が
な
い
場
合
は
、
「
該
当
な
し
」
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
の
全
国
の
状
況
（
速
報
）
に
は
、
赤
字
額
が
あ

る
市
区
町
村
の
数
ま
た
は
市
区
町
村
の
平
均
値
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
債
と
は
道
路
や
公
園
、
学
校
な
ど
将
来
に

わ
た
っ
て
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
公
共

施
設
を
建
設
・
整
備
す
る
と
き
に
、
国
な
ど
か

ら
借
り
入
れ
る
借
金
の
こ
と
で
す
。
公
共
施
設

は
将
来
に
わ
た
っ
て
長
期
間
使
わ
れ
る
た
め
、

将
来
の
市
民
に
も
、
そ
の
費
用
を
分
け
合
っ
て

い
た
だ
き
、
世
代
間
の
負
担
を
公
平
に
す
る
た

め
の
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
残
高
が
増
え
る
と

義
務
的
経
費
の
増
大
に
よ
り
新
た
な
行
政
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

半
田
市
で
は
平
成
15
年
度
に
借
入
残
高
が
約

9
5
5
億
円
と
な
り
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
計
画
的
に
地
方
債
残
高
の
削
減
に
努

め
た
結
果
、
平
成
29
年
度
末
の
市
債
残
高
は
約

4
4
0
億
円
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以
下

と
な
り
ま
し
た
。

建
設
や
道
路
維
持
改
修
と
い
っ
た
普
通
建
設
事
業
費

が
含
ま
れ
る
投
資
的
経
費
は
、
小
学
校
体
育
館
・
中
学

校
柔
剣
道
場
天
井
等
耐
震
改
修
事
業
が
終
了
し
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
前
年
度
か
ら
6
億
円
の
減
と
な
る
36
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
費
な
ど
が
含
ま
れ
る
扶

助
費
は
前
年
度
並
み
の
89
億
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
高

齢
化
の
進
展
に
伴
っ
て
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
が
進
む
中
で
歳
入
の
大
幅
な
増
は
期
待

で
き
な
い
た
め
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
扶
助
費
を
確
保

し
つ
つ
、
今
後
控
え
て
い
る
公
共
施
設
の
更
新
を
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
ど
う
計
画
し
て
い
く
か
、
ま
さ
に
適

財
適
所
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
に
中
小
企
業
従
業
員
退
職

金
等
福
祉
共
済
事
業
、
乙
川
中
部
土
地
区
画
整
理
事
業
、

Ｊ
Ｒ
半
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業
、
学
校
給
食
、
黒

石
墓
地
事
業
の
５
つ
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
を
指

し
ま
す
。

扶助費と投資的経費の状況

市 債 残 高 の 状 況
ピ
ー
ク
時
か
ら
５
１
５
億
円
の
削
減
！

扶助費と投資的経費の推移（普通会計）

扶助費 扶助費に必要な一般財源 投資的経費

0

20

40
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80

100
億円

24 26 28
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31 31 32 33 34 34
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48
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28 29年度272625242322212019

土地開発公社

その他

下水道事業

一般会計

0

200

400

600

800

1,000
億円

19
年度

18
年度

20
年度

21
年度

22
年度

23
年度

24
年度

25
年度

26
年度

27
年度

28
年度

30
年度

29
年度
（見込）

該当なし

該当なし

指標・基準

1.8%

財政再生
基準

半田市の
算定結果

35.0％
以上

30.0％
以上

20.0％
以上

17.09％
以上

12.09％
以上

25.0％
以上

早期健全化
基準

6.4%

33.7%

なし

全国の状況
（速報）

なし

該当なし350.0％
以上 ─

実質赤字比率
一般会計などの実質的な赤字は、収入の何割か

実質公債費比率
収入のうち、何割を借金の返済に充てているか

連結実質赤字比率
市の全会計の実質的な赤字は、収入の何割か

将来負担比率
背負っている負債は財政規模の何割か

指標・基準
経営健全化
基準 病院

事業

半田市の算定結果
下水道
事業

水道
事業

11公営企業会計が経
営健全化基準以上
資金の不足がある公
営企業会計は84会計

全国の状況
（速報）

該当
なし

該当
なし

20.0％
以上

該当
なし

資金不足比率
企業会計の資産の不足額
が、事業規模の何割か

健全化判断比率

資金不足比率

924
億円
882
億円
840
億円
802
億円
758
億円
716
億円
675
億円
628
億円
581
億円
543
億円
489
億円
440
億円
398
億円

924
億円
882
億円
840
億円
802
億円
758
億円
716
億円
675
億円
628
億円
581
億円
543
億円
489
億円
440
億円
398
億円
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平
成
30
年
度（
上
期
）の
予
算
執
行
状
況

半
田
市
で
は
、
年
に
2
回
（
6
月
と
12
月
）
に
財
政
状
況
の
公
表
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
9
月
30
日
現
在
の
平
成
30
年
度
（
上
期
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

企業会計
人口・世帯・面積

市有財産の状況

特別会計

一般会計

※事業費の支払いは原則事業完了後とするため、契約が
済んでいても執行率が低くなる場合があります。

●収支的収支…その事業の経営活動にかかる収支
●資本的収支…その事業に必要な施設の建設などにかかる収支市債現在高の状況

支出済額
収入済額歳入予算現額

41億1,366万円
39億2,243万円
33億8,114万円
33億5,814万円
4億4,641万円
2億7,561万円
7,738万円

1億9,726万円
1億6,580万円
1億6,657万円

194万円
3,607万円
1億608万円
1億864万円
1,329万円
1,881万円
150万円
790万円
0万円
3万円

83億720万円
80億9,146万円

区　　　　　分 歳出予算現額

101億659万円

84億7,338万円

13億8,669万円

8億9,367万円

4億7,926万円

2億4,774万円

1億6,508万円

3,508万円

1,578万円

510万円

218億837万円

40.7%
38.8%
39.9%
39.6%
32.2%
19.9%
8.7%
22.1%
34.6%
34.8%
0.8%
14.6%
64.3%
65.8%
37.9%
53.6%
9.5%
50.1%
0.0%
0.6%
38.1%
37.1%

執行率

国民健康保険事業

収入率

乙川中部
土地区画整理事業

学校給食

後期高齢者医療事業

合　　　　　計

介護保険事業

中小企業従業員
退職金等福祉共済事業

ＪＲ半田駅前
土地区画整理事業

駐車場事業

モーターボート
競走事業

黒石墓地事業

市債

合計

地方交付税
その他

使用料及び手数料

市税
国庫支出金

地方消費税交付金

項目 予算額
227億158万円
48億6,725万円
25億8,931万円
21億9,700万円
7億3,463万円
5億6,620万円
1億9,427万円
35億4,253万円
373億9,277万円

132億862万円
19億3,702万円
3億5,748万円
12億6,478万円
3億6,674万円

0円
1億2,009万円
19億2,953万円
191億8,426万円

収入済額

県支出金

58.2%
39.8%
13.8%
57.6%
49.9%
0.0%
61.8%
54.5%
51.3%

収入率

収入
支出

支出

収入

収入
支出病

院
事
業

水
道
事
業

61億2,530万円
54億4,819万円
2億6,323万円
3億4,788万円
10億9,800万円

9億28万円
678万円
7,435万円

23億8,079万円
17億7,947万円
11億6,233万円
11億3,438万円

区　　　分 執行額予算額

資
本
的

収入収
益
的

支出

資
本
的

130億4,936万円
129億7,947万円
4億6,377万円
10億274万円
22億3,074万円
19億3,945万円

6,226万円
6億4,678万円
37億1,839万円
37億1,077万円
15億8,100万円
27億1,968万円

収
益
的

収入
支出
収入

下
水
道
事
業

支出

資
本
的

収
益
的

執行率
46.9%
42.0%
56.8%
34.7%
49.2%
46.4%
10.9%
11.5%
64.0%
48.0%
73.5%
41.7%

執行率
38.9%
38.8%
39.1%
29.9%
36.3%
42.8%
48.6%
38.7%

予算額項目 支出済額

総務費
衛生費

その他
公債費

合計

土木費
教育費

民生費 57億4,851万円
26億6,351万円
16億1,218万円
11億693万円
11億7,106万円
9億306万円

12億5,313万円
144億5,838万円

147億8,574万円
68億7,149万円
41億1,908万円
37億794万円
32億2,360万円
21億908万円
25億7,584万円
373億9,277万円

歳　　　入 歳　　　出

一般会計でみると…
市民一人当たり　約９万円

※このほか、市が半田市土地開発公社に公用用地の取得
を依頼した際の借入金残高が１６億３，０５６万円ありま
す。

●人口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１９，７７５人
●世帯・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５１，０７６世帯
●面積・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７．４２ｋ㎡

●土地・・・・・・・・・・・・・・・・５，85６，832．01㎡
※道路、学校などを含む

●建物・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４27，930．46㎡
●基金・・・・・・・・・・・・・・・・・106億9，599万円
●有価証券・出資金・・3億8，624万円

●一般会計・・・・・・・・・・１１１億４，４２４万円
●特別会計・・・・・・・・・・・・２４億２，０７８万円
●企業会計・・・・・・・・・・２６２億１，７４４万円

特 集 適財適所 ～限りある財源を適する所へ～
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PICK UP 情報❶
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 半田病院　２２-９８８１

常滑市・半田市医療提供体制等
協議会を開催しました

　常滑市民病院及び半田市立半田病院における機能連携や経営形態のあり方等を協議する
ため、10月21日（日）に第4回の協議会を、市役所大会議室で開催しました。
　協議会では、作業部会から提案された、両病院の経営シミュレーションと協議会から常滑・
半田両市長に提出する報告書の案について協議しました。
　そして、これまでの協議の内容をまとめた報告書が、11月12日（月）に協議会の会長である
堀嵜敬雄副市長から榊原純夫市長に、提出されました。
　報告書の主な内容は次のとおりです。

　
　第１回目からの協議会での協議内容等につきましては、半田病院のホーム
ページで公開しています。
※詳細はホームページをご覧ください。

▶両病院は経営統合して、機能分担を図るべきである。
▶地方独立行政法人（非公務員型）化して、運営するべきである。

　なお、両病院で機能分担を図り、地方独立行政法人(非公務員型)化するためには、いく
つかの課題が考えられるため、両市・両病院等で新たな組織を設置し、愛知県からの支援
のもと、次の点について、解決されるよう提言する。

◉診療科や病床等の配置については、本協議会で検討した機能分担（案）を基に、経営効率
を高め最適な機能分担を実現するため、今後、引き続き柔軟に検討すること。

◉地方独立行政法人の運営にあたり、両市は、統合法人が最大限の経営努力をすることを
前提に、将来にわたり病院の健全な経営を維持するために、必要な費用を負担すること。
また、その費用負担については、知多半島医療圏内の他自治体も含めた議論を行うこと。

◉地域医療の安定的な確保に向け、統合法人及び両市は、今後とも医師の確保等に努め
ること。

◉経営統合及び診療統合等については、地域住民はもとより、職員、医療機関、医師派遣
元大学等に対し、十分な理解と協力が得られるよう、より丁寧に説明すること。

◉両病院へのアクセス及び病院間のアクセスについて、十分な検討を行い、来院者及び職
員の利便性を確保すること。
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PICK UP 情報❷
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 市民協働課（市民交流センター）　３２-３４３０

みなさんの活動を応援します

「半田市市民活動助成金」募集開始

こ
の
助
成
金
は
、市
内
な
ど
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体・自
治
区
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
が
行
う
事
業
を
費
用
面
で
支
援
し
、

グ
ル
ー
プ
の
自
発
的・自
立
的
活
動
の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。

市
民
活
動
助
成
金
に
は
、
3
種

類
（
下
表
参
照
）
が
あ
り
、
設
立

年
数
や
事
業
の
規
模
な
ど
に
合
わ

せ
て
い
ず
れ
か
に
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

助
成
金
説
明
会
・
報
告
会

◇
日
時　
12
月
20
日
㈭
14
時
〜
16
時

◇
場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　
ホ
ー
ル

申
請
方
法

　
平
成
31
年
1
月
25
日
㈮
ま
で
に
、

申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
市
民
協

働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
12
月
3
日
㈪
か
ら

各
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
配

布
し
ま
す
。

審
査
日
程

①
第
1
次
（
書
類
審
査
）

　
平
成
31
年
2
月
上
旬　

②
第
2
次（
提
案
説
明
に
よ
る
審
査
）

　
平
成
31
年
3
月
上
旬

③
最
終
結
果
を
通
知
・
公
開

　
平
成
31
年
3
月
中
旬
〜
下
旬

審
査
基
準

　
「
課
題
・
問
題
把
握
の
妥
当
性
」

「
公
益
性
・
地
域
性
」
「
実
現

可
能
性
」
「
先
進
性
」
な
ど
、

5
段
階
評
価
で
審
査
し
ま
す
。

事
業
の
実
施
期
間

　
平
成
31
年
4
月
1
日
〜

　
平
成
32
年
3
月
31
日

平成３０年度　交付決定事業一覧

１団体あたり１００万円以内
（対象経費の２分の１）

ステップアップ部門
～新しい事業を始めたい～

はじめの一歩部門
～活動をスタートさせたい～

設立後３年以内、またはこれから設
立する予定で、次の条件を満たす
団体であること

１団体あたり１０万円以内
（対象経費の２分の１）
※助成は１回限りで、予算の範囲内
で交付します。

補助
内容

市民活動団体が市内において実施する市民活動で、平成32年（2020年）３月までに完了できる事業
※国、県、民間団体などの助成金・補助金を受ける事業などを除く

設立後１年以上経過し、次の条件を満たす団体であること

コラボレーション部門
～協働して事業を実施したい～

１団体あたり１００万円以内（対象経
費の４分の３）

※同一年度内に１事業（同一事業を継続する場合は原則３回まで）、予算
の範囲内で交付します。

市内の学校又は自治区と協働して
企画実施する事業

対象
団体

対象
事業

対象
経費

◇対象事業に直接必要な経費（講師謝礼、交通費、文具費、印刷製本費、郵便料、保険料、会場使用料、車両・機
械の賃借料など）
◇団体の運営に必要な経費（※はじめの一歩部門のみ）

※事前に助成金が必要な場合は、前払金（交付決定額の７０％まで）を交付します。

ＮＰＯ・ボランティア団体・自治区などの市民活動団体であって、次の条件をすべて満たしていること
◇構成員が２人以上であること　◇団体の行う活動が非営利・公益的・自発的であること
◇規約などがあり継続的な市民活動を行う、またはこれから行う予定があること
◇宗教活動または政治活動（選挙活動）を目的としていないこと

【はじめの一歩（４事業）】
・外国につながる子どもの保護者への生活支援事業
・お金を知ろう！はじめの一歩
・Artおひな祭りinおばあちゃんち
・国際協力はじめの一歩
【ステップアップ（１３事業）】
・不登校で悩む親のためのお助け講座
・セカンドライフの幸せな生き方講座
・お米つくりと泥んこ大会
・こどものまち　みにおっかわ
・ごんぎつねのふるさと半田の魅力発信事業
・鳴子踊りをみんなで楽しむ。地域と一緒に・・・。参加する事業
・公募絵画展「半田運河かいわいを描く」
・ふるさと半田ご当地検定
・子どもから高齢者、みんなでやろうゲーゴルゲーム
・はんだdeマルシェ
・花園小学校学習支援事業
・～過去から未来へ～いにしえの亀崎を伝える秋祭り
・作って回そう！子どもコマ大戦　半田場所
【コラボレーション４事業】
・有脇区夏祭り大会事業
・科学にチャレンジ、不思議発見
・将来何になりたい？～「高校」「大学」「仕事」を知ろう！～
・平地川環境整備事業
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PICK UP 情報❸
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 保健センター　８４-０６４６

各計画案に対する

みなさんからのご意見を募集します

○
提
出
（
閲
覧
）
期
間

12
月
3
日
㈪
〜
12
月
25
日
㈫

○
提
出
（
閲
覧
）
場
所

市
役
所
（
1
階
意
見
募
集
コ
ー
ナ
ー
）
、
雁
宿
ホ
ー
ル
、
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、
図
書
館
・
博
物
館
、
公
民
館
（
有
脇
、
亀
崎
、
、
乙
川
、
上

池
、
岩
滑
、
板
山
、
成
岩
、
神
戸
）
、
乙
川
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
パ

ル
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
閲
覧
の
み
）

意
見
の
提
出
（
資
料
の
閲
覧
）
期
間
・
場
所

意
見
の
提
出
方
法

次の２つの計画の策定にあたり、みなさんからの意見を反映させるため、計画（案）に
対する意見募集を行います。

意
見
を
所
定
の
様
式
に
記
入
の
う
え
、
提
出
（
閲
覧
）
場
所
に
設
置
し

た
投
函
箱
へ
直
接
提
出
す
る
か
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
意
見
提
出
様
式
は
、
提
出
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

　
〒
4
7
5
│
0
8
1
7　
半
田
市
東
洋
町
2
│
29
│
6　
保
健
セ
ン
タ
ー

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ　
㉔
3
3
0
8

◇
Ｅ
メ
ー
ル　

hoken-c@
city. handa.lg.jp

※
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

※
賛
否
の
結
論
だ
け
を
示
し
た
も
の
や
計
画
と
直
接
関
係
が
な
い
も
の
、

住
所
・
氏
名
の
記
入
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

　平成２６年３月に「健康で明るくこころ豊か
なまちはんだ」を基本理念に策定した第２次
健康はんだ２１計画の中間評価および今後
の健康づくりの推進を強化するための見直
しをしたものです。
（計画の推進目標）
１．健（検）診で病気の芽を発見しよう
２．血液サラサラで若々しい血管を保とう
３．口から健康づくりをはじめよう
４．ゆっくり休息、楽しくリフレッシュ

第２次健康はんだ２１計画
中間評価及び計画見直し（案）

いのちを支え きぼうが未来に つながるまちの
実現を目指して

半田市自殺対策計画（案）

　自殺対策基本法第１３条に基づき、市民一
人ひとりがかけがえのない存在として尊重さ
れるとともに、生きがいや希望をもって暮ら
すことができるための支援とそれを促進する
ための環境整備を図るための計画です。
（計画期間）
平成３１（２０１９）年度～平成３５（２０２3）年度
（計画の基本理念）
いのちを支え 希望が未来に つながるまちの
実現を目指して
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PICK UP 情報❹
市民のみなさんにお知らせしたい情報を拡大して掲載しています。

News
& Info

【問合わせ】 税務課　８４-０６２１

平成３１年度 償却資産申告のお知らせ

資産の種類 主な償却資産の例
（１）構築物 受変電設備、舗装路面、門・塀・緑化施設等の外構工事、看板等
（２）機械及び装置 各種製造設備等の機械及び装置、クレーン等建設機械、ソーラーパネル等
（３）船舶 ボート、釣船、漁船、遊覧船等
（４）航空機 飛行機、ヘリコプター、グライダー等
（５）車両及び運搬具 大型特殊自動車、構内運搬車、貨車等
（６）工具、器具及び備品 パソコン、陳列ケース、医療機器、測定工具、理容及び美容機器、衝立等

※申告の対象とならない資産もあります。一例は次のとおりです。
○自動車税・軽自動車税の課税対象となる自動車など　○特許権、実用新案権、その他の無形減価償却資産
○取得価額が２０万円未満の償却資産を、税務会計上３年間で一括して均等償却しているもの
○リース資産で取得価額が２０万円未満のもの

申告期限　平成３１年１月３１日（木）
※１２月中旬頃に、償却資産を所有している方へは申告書を郵送します。なお、前回の申告において電算処理によ
る申告をされた方には、「申告についてのお知らせ」のハガキを郵送します。申告書が必要な方は、税務課家屋
償却担当までお知らせください。

※今年度から、申告書等書類の様式変更により、申告書・種類別明細書の控えは送付いたしません。申告した資産
内容を確認できるよう、ご自身で申告書・種類別明細書をコピーし、控えとして保管してください。

提出書類
①償却資産申告書（償却資産課税台帳）
②種類別明細書
※課税標準の特例・非課税・減免に該当する資産をお持ちの方は、各申請書及び事実を証明する書類
申告時の注意事項
家屋として固定資産税が課税されている資産については償却資産の申告は不要です。（家屋に取り付けられ、

家屋と構造上一体となっている建築設備については、家屋として評価し、家屋から独立した機器、単に移動、転倒
を防止する程度に家屋に取り付けたものなどは償却資産として評価します。）

償却資産に関する調査にご協力ください
　適正な申告に基づく公平な課税を目的とした償却資産に関する調査を行っています。この調査は事業に関
する帳簿書類と申告内容との照合、確認などを行うものです。ご理解とご協力をお願いします。

申告
いただく方へ

　固定資産税における償却資産とは、土地及び家屋以外の事業用資産です。半田市内
で事業を行っている方（法人・個人）で、平成31年１月１日（賦課期日）に償却資産をお持ち
の方は、申告が必要です。
（例：工場や商店の経営、駐車場やアパートの貸付けなど）

償却資産の対象となるもの（種類別の主な例示）

◆申告についての詳細は市のホームページまたは、申告書に同封の「償却資産申告の手引」をご覧ください。
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困
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11
月
4
日
㈰
、
は
ん
だ
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
3
，8
4
8
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
部
門
で
入
賞
さ
れ
た
方
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

風
に
な
っ
た
で
賞 

受
賞
者

（You are like breeze

）

入賞されたみなさん、
　おめでとうございます!
入賞されたみなさん、
　おめでとうございます!
入賞されたみなさん、
　おめでとうございます!

中
学
男
子
1
年
3
㎞

①
林　
大
雅
②
小
野
太
陽
③
藤
原
光
一
郎

中
学
男
子
2
・
3
年
3
㎞

①
池
沢
悠
矢
②
椎
葉
奏
翔
③
田
村
直
人

中
学
女
子
1
年
3
㎞

①
坂
田
朋
花
②
岡
田
な
の
は
③
中
島
汐
菜

中
学
女
子
2
・
3
年
3
㎞

①
増
田
吏
紗
②
杉
浦
未
蘭
③
三
浦
真
珠

29
歳
以
下
男
子
5
㎞

①
山
口
拓
海
②
上
野
大
輔
③
伊
藤　
諒

30
歳
代
男
子
5
㎞

①
古
川
淳
一
②
樫
谷
伸
男
③
吉
坂
直
己

40
歳
代
男
子
5
㎞

①
池
田
昌
雄
②
横
山
正
明
③
北
林　
誠

50
歳
代
男
子
5
㎞

①
平
野
高
志
②
藤
村
幸
亮
③
椚
谷　
博

60
歳
以
上
男
子
5
㎞

①
青
野
一
也
②
豊
川　
稔
③
榊
原
盛
人

29
歳
以
下
女
子
5
㎞

①
中
村
有
貴
②
伊
藤
く
る
み

③
山
本
結
理
佳

30
歳
代
女
子
5
㎞

①
飯
田
真
奈
美
②
近
藤
菜
々
③
外
山
麻
美

40
歳
代
女
子
5
㎞

①
鳥
居
あ
ず
さ
②
間
瀬
加
津
世

③
渡
辺
祐
子

50
歳
代
女
子
5
㎞

①
谷
口
由
香
②
杉
浦
美
詠
子

③
尾
関
奈
津
子

60
歳
以
上
女
子
5
㎞

①
市
川
彩
子
②
栁
澤
弥
生
③
田
川
六
巳

29
歳
以
下
男
子
10
㎞

①
木
下
雅
裕
②
野
中
健
介
③
遠
藤　
聡

30
歳
代
男
子
10
㎞

①
備
後
雅
徳
②
大
田　
守
③
瀬
戸
次
郎

40
歳
代
男
子
10
㎞

①
澤
原
雄
一
②
今
泉
利
教
③
和
田
宏
治

50
歳
代
男
子
10
㎞

①
山
田
和
広
②
里
見
謙
二
③
平
野
高
志

60
歳
以
上
男
子
10
㎞

①
村
田
秀
二
②
辻
村
真
二
③
柏
原
敏
郎

29
歳
以
下
女
子
10
㎞

①
竹
内　
葵
②
松
本
杏
美
③
青
山
桃
子

30
歳
代
女
子
10
㎞

①
山
田
由
枝
②
永
谷
里
沙
③
東　
千
春

40
歳
代
女
子
10
㎞

①
都
築
真
理
子
②
佐
橋
京
子
③
横
井
仁
香

50
歳
代
女
子
10
㎞

①
濱
村
由
佳
②
肥
田
直
子
③
佐
藤
真
紀
子

60
歳
以
上
女
子
10
㎞

①
杉
浦
喜
美
②
安
助
絹
代
③
加
藤
由
美
子

小
学
男
子
4
・
5
・
6
年
1.3
㎞

①
坂
田　
剛
②
尾
関
柊
太
③
松
下　
獅

小
学
女
子
4
・
5
・
6
年
1.3
㎞

①
中
根
瑚
々
奈
②
齋
藤　
和
③
椎
葉
心
彩

70
歳
以
上
男
子
5
㎞

①
神
谷　
留

70
歳
以
上
女
子
5
㎞

①
渡
部
幸
子

70
歳
以
上
男
子
10
㎞

①
伊
藤
勘
次

70
歳
以
上
女
子
10
㎞

①
安
助
絹
代

 
マ
ラ
ソ
ン
部
門
で
良
い
記
録
を
お
さ
め

た
市
内
在
住
の
方
に
「
風
に
な
っ
た
で
賞
」

を
贈
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
中
学
男
子

　
成
岩
中
学
校
2
年

　
中
川
大
雅
（
記
録
10
分
6
秒
）

◇
中
学
女
子

　
乙
川
中
学
校
2
年

　
杉
浦
未
蘭
（
記
録
10
分
9
秒
）

◇
男
子
5
㎞

　
伊
藤　
諒
（
記
録
16
分
1
秒
）

◇
女
子
5
㎞

　
間
瀬
加
津
世
（
記
録
21
分
30
秒
）

◇
男
子
10
㎞

　
野
中
健
介
（
記
録
35
分
25
秒
）

◇
女
子
10
㎞

　
竹
内　
葵
（
記
録
45
分
45
秒
）

◇
小
学
男
子

　
花
園
小
学
校
6
年

　
加
藤
陽
光
（
記
録
4
分
42
秒
）

◇
小
学
女
子

　
亀
崎
小
学
校
6
年

　
齋
藤　
和
（
記
録
4
分
28
秒
）

問
合
わ
せ　

　
ス
ポ
ー
ツ
課　

㉒
1
1
8
4

日
本
国
籍
を
有
す
る
も
の
の
、
出
生
の

届
出
が
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
戸
籍
に
記

載
が
な
い
方
は
、
戸
籍
謄
本
等
に
よ
り
身

元
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

社
会
生
活
上
様
々
な
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
法
務
局
に
お
い
て
は
、
戸

籍
に
記
載
が
な
い
方
が
適
正
な
手
続
き
に

よ
り
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ　

　
名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局
（
総
務
課
）

　

㉑
１
０
９
５

　

は
や
し　
　
お
お
が　
　
　
お　
の　
た
い
よ
う　
　
ふ
じ
わ
ら
こ
う
い
ち
ろ
う

　
　
い
け
ざ
わ
ゆ
う
や　
　
　
し
い
ば　
か
な
と　
　
　
た
む
ら　
な
お
と

　
　

さ
か
た　
と
も
か　
　
　
お
か
だ　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
し
ま
し
お
な

　
　

ま
す
だ　
り　
さ　
　

す
ぎ
う
ら
み
ら
ん　
　
　
み
う
ら　
ま
し
ゅ

　
　
や
ま
ぐ
ち
た
く
み　
　
　
う
え
の　
だ
い
す
け　
　

い
と
う　
　
り
ょ
う

　
　
ふ
る
か
わ
じ
ゅ
ん
い
ち　

か
し
た
に
の
ぶ
お　
　

よ
し
さ
か
な
お
き

　
　
い
け
だ　
ま
さ
お　
　

よ
こ
や
ま
ま
さ
あ
き　
　
き
た
ば
や
し
ま
こ
と

　
　

ひ
ら
の　
た
か
し　
　

ふ
じ
む
ら
こ
う
す
け　
　
く
ぬ
ぎ
た
に
ひ
ろ
し

　
　

あ
お
の　
か
ず
や　
　

と
よ
か
わ　
み
の
る　
　
さ
か
き
ば
ら
も
り
と

　
　
な
か
む
ら
ゆ　
き　
　
　
い
と
う

　
　
や
ま
も
と
ゆ　
り　
か

　
　

い
い
だ　
ま　
な　
み　
　

こ
ん
ど
う
な　
な　
　
　
と
や
ま　
あ
さ
み

　
　

と
り
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま　
せ　
か　
つ　
よ

　
　
わ
た
な
べ
ゆ
う
こ

　
　
た
に
ぐ
ち
ゆ　
か　
　

す
ぎ
う
ら
み　
え　
こ

　
　

お
ぜ
き　
な　
つ　
こ

　
　
い
ち
か
わ
つ
や
こ　
　

や
な
ぎ
さ
わ
や
よ
い　
　

た
が
わ　
む
つ
み

　
　
き
の
し
た
ま
さ
ひ
ろ　
　

の
な
か
け
ん
す
け　
　
え
ん
ど
う　

さ
と
し

　
　

び
ん
ご
ま
さ
の
り　
　

お
お
た　

ま
も
る　
　

せ　
と　
じ
ろ
う

　
　
さ
わ
は
ら
ゆ
う
い
ち　
　
い
ま
い
ず
み
と
し
の
り　
　
わ　
だ　
こ
う
じ

　
　

や
ま
だ
か
ず
ひ
ろ　
　

さ
と
み　
け
ん
じ　
　
　
ひ
ら
の　
た
か
し

　
　

む
ら
た　
ひ
で
じ　
　

つ
じ
む
ら
し
ん
じ　
　

か
し
は
ら
と
し
ろ
う

　
　
た
け
う
ち　
あ
お
い　
　
ま
つ
も
と
あ
ず
み　
　

あ
お
や
ま
も
も
こ

　
　

や
ま
だ　
よ
し
え　
　
　
な
が
や　
り　
さ　
　
ひ
が
し　
　
ち
は
る

　
　

つ
づ
き　
ま　
り　
こ　
　
　
さ
は
し
き
ょ
う
こ　
　

よ
こ
い　
ひ
と
か

　
　
は
ま
む
ら
ゆ　
か　
　
　
ひ　
だ　
な
お
こ　
　
　
さ
と
う　
ま　
き　
こ

　
　
す
ぎ
う
ら　
よ
し
み　
　
　
あ
す
け　
き
ぬ
よ　
　
　
か
と
う　
ゆ　
み　
こ

　
　

さ
か
た　
　

ご
う　
　

お
ぜ
き
し
ゅ
う
た　
　
ま
つ
し
た　
　
れ
お

　
　

な
か
ね　
こ　
こ　
な　
　

さ
い
と
う　
な
ご
み　
　

し
い
ば　
こ
こ
あ

　
　

か
み
や　
　
と
ど
む

　
　
わ
た
な
べ
さ
ち
こ

　
　

い
と
う　
か
ん
じ

　
　

あ
す
け　
き
ぬ
よ

　
　
な
か
が
わ
た
い
が

　
　
す
ぎ
う
ら
み
ら
ん

　
　

い
と
う　
　
り
ょ
う

　
　

ま　
せ　
か　
つ　
よ

　
　

の
な
か
け
ん
す
け

　
　
た
け
う
ち　

あ
お
い

　
　

か
と
う
は
る
ひ
ろ

　
　
さ
い
と
う　

な
ご
み
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【問合わせ】 秘書課　８４-０６０２

秋
の
叙
勲・褒
章
に
輝
く

平
成
30
年「
秋
の
叙
勲・褒
章
」の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、半
田
市
か
ら

次
の
み
な
さ
ま
が
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。本
市
に
と
っ
て
大
き
な
誇

り
で
あ
り
、そ
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

榊原　卓三 様
（産業振興功労）

元半田商工会議所会頭

❖旭日小綬章❖

古池　弘昭 様
（消防功労）
元知多中部

広域事務組合消防正監

❖瑞宝小綬章❖

西山　宗男 様
（総務省行政事務功労）

元日本郵政公社
東海支社企画部長

❖瑞宝小綬章❖

清水　俊行 様
（警察功労）
元愛知県警視

❖瑞宝双光章❖

逢坂　武義 様
（警察功労）
元愛知県警部

❖瑞宝双光章❖

石川　忠彦 様
（消防功労）
元常滑市消防監

❖瑞宝双光章❖

金崎　義勝 様
（消防功労）
元知多中部

広域事務組合消防監

❖瑞宝単光章❖

入口　修三 様
（業務精励：日本料理人・卓越技能）
現四季の味華晄総料理長

❖黄綬褒章❖

❖最優秀賞（半田商工会議所 会頭賞）
　「おはようの アクセルふんで レッツゴー」
　　　　　　　・・・・・・西島　虎志（花園小学校２年）
❖最優秀賞（半田市長賞）
　「さみしいよ スマホごしでの あいさつは」
　　　　　　　・・・・・・岡戸　うい（成岩小学校２年）
❖最優秀賞（半田市教育委員会賞）
　「まん月の うさぎにっこり おおあくび」
　　　　　　　・・・・・・竹内　寛智（横川小学校４年）
❖優秀賞
　「おはようの スタンプよりも きみの顔」
　　　　　　　・・・・・・河西　一乃（成岩小学校６年）
　「おはようの 君の笑顔は ハンパない」
　　　　　　　・・・・・・竹内　和花（雁宿小学校５年）
　「こんにちは トリケラトプス げんきかよ」
　　　　　　　・・・・・・山野　巧叶（板山小学校４年）
　「おはようが ぼくのめざまし ママのこえ」
　　　　　　　・・・・・・星野　暖翔（亀崎小学校２年）
　「おはようが とびかうクラス なかよしだ」
　　　　　　　・・・・・・小島　凰右（半田小学校３年）

【問合わせ】 学校教育課　84-0688

❖最優秀賞（半田商工会議所 会頭賞）
　「あいさつは インスタよりも よく映える」
　　　　　　　・・・・・・牧野　穂香（亀崎中学校１年）
❖最優秀賞（半田市長賞）
　「不思議だね あいさつだけで 広がる輪」
　　　　　　　・・・・・・増田　七海（半田中学校３年）
❖最優秀賞（半田市教育委員会賞）
　「真っ白な おはようが舞う 冬が好き」
　　　　　　　・・・・・・前原　　崇（栃木県小山市）
❖優秀賞
　「幸せは はにかむ君の ありがとう」
　　　　　　　・・・・・・河合　星奈（成岩中学校３年）
　「あいさつで 心に吹いた 澄んだ風」
　　　　　　　・・・・・・横尾　伸子（大阪府高槻市）
　「顔見知り ではないけれど こんにちは」
　　　　　　　・・・・・・綾部　保知（茨城県古河市）
　「増やそうよ「ごめん」じゃなくて「ありがとう」」
　　　　　　　・・・・・・米山　知希（成岩中学校３年）
　「心解く 魔法の言葉 ありがとう」
　　　　　　　・・・・・・伊平　七海（半田中学校３年）

第9回
あいさつ川柳コンクール

入賞者

　半田商工会議所及び半田市教育委員会が、あいさつ運動の一
環として実施いたしました「第９回あいさつ川柳コンクール」の入
賞者が次のとおり決定いたしました。応募者数は、小学生以下の
部１，７６５名、中学生・高校生・一般の部１，３６４名でした。（敬称略）

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の
部

小
学
生
以
下
の
部

にしじま　　 こうし

おかど

たけうち　　ひろとも

かわにし　　 いちの

たけうち　　 わ　か

やまの　　　たくと

ほしの　　　はると

こじま　　 おうすけ

まきの　　　ほのか

ますだ　　　ななみ

まえはら　　　 たかし

かわい　　　せ　な

よこお　　　のぶこ

あやべ　　 やすとも

よねやま　　 ともき

いひら　　　ななみ

さかきばら　 たくぞうこいけ　　 ひろあきにしやま　　 むねおしみず　　 としゆき

おおさか　　たけよしいしかわ　　ただひこかねざき　　よしかついりぐち　 しゅうぞう



「
家
庭
ご
み
の
分
別
と
資
源
の
正
し
い

出
し
方
」冊
子
の
広
告
を
募
集
し
ま
す

知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
の

工
事
説
明
会
を
行
い
ま
す

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
の

財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
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市
民
に
配
布
す
る
「
家
庭
ご
み
の
分
別

と
正
し
い
資
源
の
出
し
方
（
平
成
31
年
度

版
）
」
に
広
告
掲
載
を
希
望
す
る
企
業
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。
環
境
に
貢
献
す
る
企

業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

冊
子
の
規
格
な
ど

◇
サ
イ
ズ　
Ａ
4
サ
イ
ズ
（
20
ペ
ー
ジ
）

◇
印
刷　
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
（
カ
ラ
ー
）

◇
配
布
日　
平
成
31
年
3
月
12
日
㈫

　
（
全
戸
配
布
。
転
入
者
に
は
随
時
配
布
）

広
告
募
集
枠
・
掲
載
料

◇
1
種
広
告　
1
枠
8
2
，2
8
0
円（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
横
1
6
8㎜
×
縦
45㎜

◇
2
種
広
告　
1
枠
4
1
，1
4
0
円（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
横
83㎜
×
縦
45
㎜

申
込
み

12
月
25
日
㈫
ま
で
に
、
申
込
書
な
ど
必

要
書
類
を
添
え
て
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

㉓
3
5
6
7

半
田
市
、
常
滑
市
、
南
知
多
町
、
美
浜

町
お
よ
び
武
豊
町
の
広
域
的
な
ご
み
処
理

を
行
う
た
め
、
武
豊
町
内
に
整
備
を
進
め

て
い
る
知
多
南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
の

建
設
工
事
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
12
月
15
日
㈯　
15
時

場
所

　
武
豊
町
中
央
公
民
館
講
堂

　
（
武
豊
町
字
山
ノ
神
20
番
地
1
）

問
合
わ
せ

　
知
多
南
部
広
域
環
境
組
合

　

84
1
0
0
7

知
多
南
部
広
域
環
境
組
合
の
平
成
29
年

度
決
算
状
況
及
び
平
成
30
年
度
上
半
期

（
9
月
30
日
現
在
）
に
お
け
る
予
算
の
執

行
状
況
な
ど
を
組
合
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
12

月
3
日
よ
り
公
表
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.chitananbukouiki.

server-shared.com

問
合
わ
せ

　
知
多
南
部
広
域
環
境
組
合

　

84
1
0
0
7

一人ひとりの個性を尊重しましょう
　みなさんは、ＬＧＢＴという言葉を耳にしたことがありますか？
　人間の性というと、女と男のどちらかと考えがちですが、人間の性のあり方は一人ひとり異なりま
す。外見的特徴から判別される「身体の性」、自分の性をどう認識しているかという「心の性」、どんな
相手に惹かれるかという「好きになる性」など多種多様です。
　このような多種多様な性の中で、ＬＧＢＴは、以下の頭文字を並べた性的少数者の総称の１つをいい
ます。

　最近では、メディア等を通して、少しずつＬＧＢＴの認知が進んできています。日本におけるＬＧＢＴを
含む性的少数者は、人口の約7.6％を占め（※）、約13人に１人の割合で存在していると言われていま
す。みなさんの家族や友人、職場など身近な人の中にＬＧＢＴと呼ばれる方がいるかもしれません。
　まずは、ＬＧＢＴについて正しい知識を持ち、一人ひとりの個性を尊重しましょう。

Ｌ【レズビアン】・・・・・・・・・・・・・・・女性を好きになる女性
Ｇ【ゲイ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・男性を好きになる男性
Ｂ【バイセクシュアル】・・・・・・・・両方の性を好きになる人
Ｔ【トランスジェンダー】・・・・・身体の性と心の性が異なる人

※電通総研ダイバーシティ・ラボ「電通ＬＧＢＴ調査2015」

【問合わせ】 市民協働課　８４-０６０９



子
ど
も
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が
サ
ポ
ー
ト

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

はんだ市報　2018.12.113

市 政 ニ ュ ー ス

市内小中学校の児童生徒２，２１４名から応募があり、次のみなさんと、佳作77点が選ばれました。（敬称略）

平成３０年度 半田市新美南吉読書感想画コンクール審査結果

【問合わせ】 図書館　２３-７１７１　□FAX２３-７１７４

《優秀賞》（5名）

《優良賞》（27名）

《半田市長賞》 《半田市教育委員会賞》 《新美南吉記念館賞》 《半田市立図書館賞》

伊藤　愛莉（乙川小１年生）
山下　遥希（花園小１年生）
𠮷川　　優（亀崎小１年生）
榊原　美幸（宮池小２年生）
杉村　眞采（花園小２年生）
髙橋　理仁（成岩小２年生）
坂口　靖季（横川小３年生）

柘植瑚々菜（花園小３年生）
守田　　修（成岩小３年生）
杉浦　　圭（花園小４年生）
長坂　芽衣（雁宿小４年生）
水野　　凜（横川小４年生）
岩田　寛大（亀崎小５年生）
上原　麻瑚（乙川東小５年生）

可知　千洋（雁宿小５年生）
大土橋麻友（雁宿小６年生）
榊原　詩葉（花園小６年生）
西島　涼夏（花園小６年生）
稲田　千華（乙川中１年生）
福井琥太郎（亀崎中１年生）
山田あけび（青山中１年生）

大谷康太郎（乙川中２年生）
竹内芹吏華（乙川中２年生）
竹内　悠剛（乙川中２年生）
稲生　まゆ（乙川中３年生）
斎藤湖々奈（半田中３年生）
間瀬　愛弓（乙川中３年生）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
（
日
本
政
策
金

融
公
庫
）
は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大

学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

融
資
額
　

　
子
ど
も
1
人
に
つ
き
3
5
0
万
円
以
内

金
利
　

　
年
1
・
78
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
1
・
38
％

　
（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

返
済
期
間
　

　
15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

問
合
わ
せ

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

0
5
7
0
│
0
0
8
6
5
6

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

03
│
5
3
2
1
│
8
6
5
6

長嶋　心咲
（亀崎小５年生）

ながしま　　 みさき

原　　菜月
（亀崎小４年生）

はら　　　　 なつき

久田妃奈乃
（乙川中３年生）

ひさだ　ひ　な　の

本郷　　翼
（宮池小３年生）

ほんごう　　 　つばさ

小池　陽乃
（半田小1年生）

こいけ　　　はるの

杉浦　　邑
（花園小２年生）

すぎうら　　　　ゆう

百田　七海
（板山小６年生）

ももた　　　ななみ

取替　琉城
（成岩中１年生）

とりかえ　　りゅうき

田中　萌詠
（乙川中２年生）

たなか　　　も　え

いとう　　　あいり

やました　　 はるき

よしかわ　　　　ゆう

さかきばら　 みゆき

すぎむら　　 まこと

たかはし　　 りひと

さかぐち　　やすとき

つ　げ　こ　こ　な

もりた　　　　しゅう

すぎうら　　　　けい

ながさか　　 め　い

みずの　　　　　りん

いわた　　 ともひろ

うえはら　　 あさこ

か　ち　　　ちひろ

おおつちはし ま　ゆ

さかきばら　 うたは

にしじま　　 すずか

いなだ　　　かずは

ふくい　こたろう

やまだ

おおたに こうたろう

たけうち せ　り　か

たけうち　　 ゆうご

いのう

さいとう こ　こ　な

ま　せ　　　あゆみ



寝
具
乾
燥
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

事
業
実
施
の
お
知
ら
せ（
第
４
回
）

６５
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
に

昼
食
を
配
達
し
ま
す

介
護
給
付
費
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

墓
地
区
画
を
適
切
に

管
理
し
て
く
だ
さ
い
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対
象
者
（
年
2
回
以
内
）

65
歳
以
上
の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
で
自
ら
寝
具
の
衛
生
管
理
を
行
う
こ

と
が
困
難
な
方
の
う
ち
、
世
帯
全
員
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

◇
要
介
護
認
定
1
以
上
の
方

◇
身
体
障
が
い
者
手
帳
1
級
ま
た
は
2
級

所
持
者
の
う
ち
肢
体
不
自
由
の
方

実
施
日

◇
申
込
締
切　

　
12
月
19
日
㈬

◇
回
収
日   

　
平
成
31
年
1
月
9
日
㈬

◇
配
送
日   

　
平
成
31
年
1
月
16
日
㈬

利
用
で
き
る
枚
数

◇
掛
け
布
団
、
敷
き
布
団　
各
1
枚

◇
毛
布　
2
枚

申
込
み

高
齢
介
護
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
代
行
申
請
や
郵
送
で
の
申
請
も

で
き
ま
す
（
要
押
印
）
。

※
電
話
で
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
は
高
齢
介
護
課
ま
た
は
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課　

84
0
6
4
4

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
世
帯
に
、
昼

食
を
配
達
い
た
し
ま
す
。
減
塩
食
や
糖
尿

病
食
な
ど
、
持
病
に
配
慮
し
た
特
別
食
も

あ
り
ま
す
。

対
象
者

買
い
物
及
び
調
理
が
困
難
な
65
歳
以
上

の
方
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
直
接

手
渡
し
で
お
弁
当
の
受
け
取
り
が
で
き
る

方利
用
料

　
普
通
食
4
0
0
円
、
特
別
食
5
5
0
円

申
込
み

高
齢
介
護
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
代
行
申
請
や
郵
送
で
の
申
請
も

で
き
ま
す
（
要
押
印
）
。

※
電
話
で
の
申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

※
申
請
後
、
ご
自
宅
へ
訪
問
調
査
が
あ
り

ま
す
。

※
申
請
書
は
高
齢
介
護
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課  


84
0
6
4
4

利
用
状
況
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

12
月
上
旬
に
「
介
護
給
付
費
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
利
用
状
況
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

送
付
内
容

平
成
29
年
10
月
〜
平
成
30
年
9
月
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
に
つ
い
て

※
費
用
の
請
求
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
の
案
内
を

同
封
し
ま
す

平
成
31
年
1
月
4
日
か
ら
、
平
成
30
年

分
確
定
申
告
用
の
「
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
を
開
始
し
ま
す
。

介
護
給
付
費
通
知
書
に
案
内
を
同
封
し

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書
と
は

　
65
歳
以
上
で
、
障
が
い
者
手
帳
所
持
者

に
準
ず
る
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
所
得

税
や
住
民
税
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
者

　
介
護
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の
方
で
、

認
知
症
や
寝
た
き
り
な
ど
で
精
神
や
身

体
に
障
が
い
が
あ
り
、
一
定
の
基
準
に

該
当
す
る
方
（
認
定
内
容
で
審
査
）

※
重
度
の
障
が
い
者
手
帳
（
身
障
手
帳

1
・
2
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神

手
帳
1
級
）
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳

の
提
示
に
よ
り
特
別
障
が
い
者
控
除
を

受
け
ら
れ
る
た
め
、
申
請
は
不
要
で
す
。

申
請
・
問
合
わ
せ
　

　
高
齢
介
護
課　

84
0
6
4
9

墓
地
区
画
の
使
用
者
は
定
期
的
な
除
草

や
清
掃
を
行
い
、
周
り
の
区
画
の
迷
惑
と

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
現
在
の
使
用
者
が
確
認

で
き
な
い
区
画
に
つ
い
て
、
手
紙
を
置
く

な
ど
の
方
法
に
よ
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
使
用
者
が
確
認
で
き
な
い
区
画
は
、

無
縁
墳
墓
と
し
て
使
用
許
可
を
取
り
消
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
許
可
証
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

使
用
者
が
「
亡
く
な
っ
た
場
合
」
や

「
市
外
へ
転
出
す
る
場
合
」
に
も
、
必
ず

所
定
の
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
、
環
境
課
へ
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ

　
環
境
課　

㉑
４
０
０
１
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人生最期までこのまちで暮らす ～地域包括ケアシステムを知る～シリーズ

第42回

【問合わせ】 保健センター　８４-０６４６　

　想像してみてください。
　あなたは突然病気にかかり、人生の最期の時を迎えることになりました。
　自分の最期に「大切にしたいこと」は何ですか？また、ご家族や親しい方は、あなたが大切にし
たいことを知っていますか？ 

　私たちは自分の人生の最期を、いつ、どのように迎えるのか、わかりません。また、想像するこ
とも、『縁起でもないこと』と避けて通っているかもしれません。
　しかし、自分らしく最期まで生きるために、自分のことを自分で決めることができるうちに考
えること、『どうしてほしいのか』をご家族や親しい方に伝えること、理解し合う時間を持つこと
は、とても大切です。一度で決めず、健康状態や気持ちが変わる度に話し合ってもかまいません。
　“もしものとき”について、考えたり話し合うことを当たり前にしていきましょう。

元気なうちから“もしものとき”を考える
～『縁起でもない話』を当たり前に～

例えば
痛みが
ないこと

家族と
一緒に
過ごすこと

いい人生
だったと
思えること

？ ？
５つ

答えることが
できますか？

　事前指示書とは、もし自分で意
思表示ができない状況になったと
き、どうしてほしいかを書くもので
す。半田市版「私の事前指示書」は
保健センター、高齢介護課、半田
病院、半田市包括支援センターに
設置してあるほか、市ホームペー
ジからもダウンロードできます。
（サイト内で「事前指示書」で検索）。

もしバナゲームと事前指示書の書き方講座
～縁起でもない話を当たり前に～
　自分の気持ちに向き合い、また自分の思いを代弁してくれる
ご家族や親しい方と話し合うきっかけになるゲームの体験と事
前指示書の書き方の講座を開催します。
　元気なうちに、“もしものとき”を考えてみましょう。 
日　時　平成３１年１月１５日（火）１３時３０分～１５時
場　所　保健センター　大会議室
定　員　４０名（先着順）
対　象　市内在住の方。年齢は問いません。
申込み　１２月５日（水）９時から電話で保健センターへ



催
　
し

半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

暗
号
解
読
ギ
ル
ド

ひ
と
り
親
家
庭

ク
リ
ス
マ
ス
会

障
が
い
者
作
品
展

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

半
田
赤
レ
ン
ガ

ク
リ
ス
マ
ス・

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
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半
田
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
16
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
15
時

場
所
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

　
　
　
小
ホ
ー
ル

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
子
（
子
ど
も
の
年
齢
は

3
歳
以
上
）

定
員
　
40
名
（
先
着
順
）

内
容
　
ケ
ー
キ
作
り
、
ゲ
ー
ム
な

ど

参
加
費

◇
母
子
会
員
と
子　
各
5
0
0
円

◇
非
会
員
と
子　
各
1
，0
0
0
円

※
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
12
月
4
日

㈫
9
時
か
ら
参
加
費
を
添
え
て
、

半
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
雁

宿
ホ
ー
ル
内
、
日
曜
・
祝
日
を

除
く
9
時
〜
17
時
）
へ

　

㉓
7
3
6
1

※
電
話
で
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
み
と
同
時
に
母
子
寡
婦
福

祉
会
へ
の
入
会
も
で
き
ま
す
。

毎
年
12
月
3
日
か
ら
12
月
9
日

は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
身
体
に
障
が

い
の
あ
る
方
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
に

お
い
て
制
作
し
た
作
品
（
写
真
、

書
道
、
手
芸
作
品
）
の
展
覧
会
を

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
間
　
12
月
3
日
㈪
11
時
〜
14
日

㈮
15
時

※
期
間
内
の
市
役
所
開
庁
時
間
内
は
、

自
由
に
ご
来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

場
所
　
市
役
所

　
　
　
多
目
的
ル
ー
ム
1
（
1
階
）

問
合
わ
せ

　
半
田
身
体
障
害
者
福
祉
会

　

㉙
5
1
1
1

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
同
士
の
交
流
会
で
す
。
介
護

の
悩
み
や
不
安
、
戸
惑
い
を
共
有

し
た
り
、
困
り
ご
と
を
解
決
す
る

ヒ
ン
ト
な
ど
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
平
成
31
年
1
月
11
日
㈮

　
　
　
10
〜
12
時

場
所
　
市
役
所

オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー
ス
作
り
な
ど

が
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
2
日
㈰

　
　
　
10
時
〜
16
時

場
所
　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　
　
　
共
用
サ
ロ
ン

参
加
費
　
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
わ
せ　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　
　
　
　
　

㉔
7
0
3
1

情 報 コ ー ナ ー

http://www.boatrace-tokoname.jp

ＩＮＡＸ杯争奪 第30回とこなめ大賞
レース名 開催日

チケットショップ栄 開設３周年記念競走
12月7日（金）～12月11日（火）
12月15日（土）～12月18日（火）

第12回日本モーターボート 選手会会長賞争奪戦
中日スポーツ金杯争奪 2019新春特別競走

12月21日（金）～12月25日（火）
12月31日（月）～1月6日（日）

開 催 日 程

※半田市では常滑競艇場で年24日間のレースを開催し、その収益を事務事業の財源として
活用しています。新春特別競走は地元の選手が多く参加しますのでぜひレース場で選手を
応援してください。

　
　
　
会
議
室
3
0
3
（
3
階
）

対
象  

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族

参
加
費
　
1
0
0
円

申
込
み　
不
要

問
合
わ
せ　
高
齢
介
護
課

　
　
　
　
　

84
0
6
4
4

リ
ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
の
第
4

弾
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
。

カ
フ
ェ
ブ
リ
ッ
ク
期
間
限
定
メ

ニ
ュ
ー
の
「
謎
カ
ー
ド
付
き
謎
の

3
色
カ
レ
ー
」
も
合
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日
時

　
平
成
31
年
2
月
28
日
㈭
ま
で

　
9
時
〜
17
時
（
最
終
受
付
16
時
）

場
所
　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

参
加
費
（
参
加
キ
ッ
ト
１
枚
）

前
売
７
０
０
円
（
コ
ン
ビ
ニ
で

販
売
）
、
当
日
８
０
０
円

※
高
校
生
以
上
は
、
別
途
入
館
料

２
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
合
わ
せ　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

　
　
　
　
　

㉔
７
０
３
１

※

詳
し
く
は
、
半
田
赤
レ
ン
ガ
建

物
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:// 

handa-akarenga.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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催
し

募
集

講
座
な
ど

冬
休
み
期
間
中
は
、
平
日
1
日

3
回
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

が
あ
り
ま
す
。

日
に
ち

　
12
月
26
日
㈬
・
27
日
㈭
・
28
日

㈮
、
平
成
31
年
1
月
4
日
㈮

時
間
・
内
容

①
11
時
〜
　
「
ぼ
の
ぼ
の
」

②
13
時
〜
　
「
半
田
の
宙
」

③
14
時
30
分
〜

　
「
眠
れ
な
い
夜
の
月
」

場
所
　
半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

対
象
　
ど
な
た
で
も

入
場
料
 3
歳
〜
中
学
生
1
0
0

円
〜
、
大
人
2
1
0
円
〜
（
投

影
番
組
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

問
合
わ
せ
　
半
田
空
の
科
学
館

　
　
　
　
　

㉓
7
1
7
5

※
詳
し
く
は
、
空
の
科
学
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【申込み・問合わせ】 １２月１５日（土）９時から、半田空の科学館へ
　　　　　　　　　２３-７１７５

空の科学館　　　のイベント
イベント名 日時 対象・定員・

申込み 内容など 参加費

昼の星見会
特別編
～部分日食
をみよう～

平成３１年
１月６日（日）
８時３０分～
１１時４５分

どなたでも
定員なし
申込不要

午前中に見ること
ができる部分日食
をみんなで観察し
ます。数量限定で
当館オリジナル日
食グラスを販売し
ます。

無料

半田
星空観察会

平成３１年
１月１２日（土）
１９時～
２０時３０分

どなたでも
定員６０名
（先着順）
要申込

月や惑星などそ
の日に見ることが
できる天体を観察
します。
【持ち物】防寒着

大人３００円
小人２００円
（３歳～中学生）

冬の
大観望会

平成３１年
１月２６日（土）
１９時～
２０時３０分

どなたでも
定員なし
申込不要

駐車場にずら～っ
と望遠鏡を並べて、
天体を観察します。
【持ち物】防寒着

無料

1月

　全館コースを見学された小学生以下のお子さんに、ＭＩＭサンタから
クリスマスプレゼントをお渡しします。
日にち　１２月２３日（祝）～２５日（火）
対　象　全館コース見学の小学生以下

ＭＩＭのクリスマス ＭＩＭでクリスマスを楽しみましょう。
ミニコンサートやプレゼントもあります。

【申込み・問合わせ】 ＭＩＺＫＡＮ ＭＵＳＥＵＭ　２４-５１１１

クリスマス
ディスプレイ

　ＭＩＭの館内が、クリスマスの飾りで彩られます。
フォトスポットもいっぱいです。
期　間　１１月３０日（金）～１２月２６日（水）（木曜日休館）

クリスマス
ミニコンサート

　名古屋芸術大学によるクリスマスソングをお届けします。
日にち　１２月２３日（祝）～２５日（火）
場所・開催時間　◇エントランス（１階）　不定期
　　　　　　　　◇光の庭　全館コース見学終了後
※エントランスでのミニコンサートは無料でお楽しみいただけます。

ＭＩＭの
クリスマス
プレゼント

※館内見学をご希望される場合は、予約をお願いします。
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ｉ
ｔ

Ｈａｎ
ｄａ 

２
０
１
９

知
多
半
島
の
若
手
農
業
者

と
の
農
コ
ン
ビ
ュッ
フ
ェ

Ｍａｍａ
カ
フ
ェ

〜
テ
ー
マ
は
働
く
〜
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20
、
30
歳
代
を
中
心
と
し
た
青

年
農
業
者
が
集
ま
り
農
業
に
関
す

る
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
知
多

4
Ｈ
ク
ラ
ブ
と
、
農
業
を
通
し
て

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
平
成
31
年
1
月
26
日
㈯

　
　
　
17
時
〜
19
時

場
所　
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
＆

　
　
　
（
ク
ラ
シ
テ
ィ
2
階
）

対
象　
20
〜
35
歳
く
ら
い
の
独
身

女
性

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

内
容　
若
手
農
業
者
が
作
っ
た
農

産
物
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
の

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
（
飲
み
放
題
付
き
）

参
加
費　
3
，0
0
0
円

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
10
日

㈪
か
ら
、
農
コ
ン
参
加
希
望
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
電
話
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
愛
知
県

知
多
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改

良
普
及
課
へ

　


㉑
8
1
1
1
（
内
線
2
8
7
　
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

y
o
sh
ik
o
_ 

tanaka

＠pref.aichi.lg.jp

お
子
さ
ん
と
ア
ー
ト
を
し
な
が

ら
、
マ
マ
た
ち
と
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
「
働
く
こ
と
」
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
時
間
内
の

好
き
な
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
に
ち

①
12
月
17
日
㈪

②
12
月
19
日
㈬

時
間　
10
時
〜
12
時

場
所　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

対
象　
未
就
園
児
と
マ
マ

定
員　
各
日
約
50
名
（
先
着
順
）

内
容　
手
形
足
形
ア
ー
ト

参
加
費　
無
料

申
込
み　
12
月
1
日
㈯
9
時
〜
16

日
㈰
17
時
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
申
込
み

①
12
月
17
日
㈪
分　

https:// 
kokucheese.com

/event/
index/542302/

②
12
月
19
日
㈬
分　

https:// 
kokucheese.com

/event/
index/542312/

問
合
わ
せ　
N
P
O
法
人Sm

iley 
D
ream

（
櫻
井
）

　

0
9
0
│
6
0
9
0
│
5
2
5
0

※
本
事
業
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
推
進
事
業
補
助
金
交
付
事
業

情 報 コ ー ナ ー

▲１２月１９日（水）分
　申込み

▲１２月１７日（月）分
　申込み

で
す
。

「
音
楽
で
半
田
の
街
を

B
R
U
S
H 

U
P
」
を
テ
ー
マ
に
、

世
界
の
上
質
な
音
楽
を
気
軽
に
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
た
く
さ
ん

用
意
し
ま
す
。
お
馴
染
み
の
曲
の

ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
か
ら
、
子
ど
も
向

け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
和
楽
器
の
演

奏
と
目
白
押
し
で
す
。

公
演
名
・
日
時
・
場
所
な
ど

◇The O
ne After 909 Live

・
日
時　
平
成
31
年
2
月
2
日
㈯

　
　
　
　
18
時
30
分
開
演

・
場
所　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

・
料
金　
2
，0
0
0
円

◇
に
っ
ぽ
ん
の
音

　
〜
U
T
A
G
E
〜

・
日
時　
平
成
31
年
2
月
3
日
㈰

　
　
　
　
13
時
開
演

・
場
所　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

・
料
金　
無
料

◇
ア
ー
ト
ロ
ビ
ン
ス Live

・
日
時　
平
成
31
年
2
月
16
日
㈯

　
　
　
　
18
時
30
分
開
演

・
場
所　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

・
料
金　
1
，5
0
0
円

◇
エ
レ
ク
ト
ー
ン
富
岡
ヤ
ス
ヤ

Live

・
日
時　
平
成
31
年
2
月
23
日
㈯

　
　
　
　
14
時
開
演

・
場
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

・
料
金　
無
料
（
平
成
31
年
1
月

16
日
㈬
か
ら
、
ア
イ
プ
ラ
ザ
半

田
、
マ
ツ
イ
シ
楽
器
店
各
店
に

て
整
理
券
配
布
）

◇
オ
ー
ル
ザ
ッ
ト
グ
ラ
ス
＆
オ
ー

ル
ド
タ
イ
ム
ク
ッ
キ
ン
グLive

・
日
時　
平
成
31
年
3
月
2
日
㈯

　
　
　
　
18
時
30
分
開
演

・
場
所　
半
田
赤
レ
ン
ガ
建
物

・
料
金　
2
，0
0
0
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
12
月
1
日
㈯
〜

　
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　
半
田
赤
レ
ン

ガ
建
物
、
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田
、

知
多
半
田
駅
前
観
光
案
内
所

（
ク
ラ
シ
テ
ィ
1
階
）
、
マ
ツ

イ
シ
楽
器
店
各
店

問
合
わ
せ　
半
田
市
観
光
協
会

　
　
　
　
　

32
3
2
6
4

※

詳
し
く
は
、
半
田
市
観
光
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https:// 

w
w
w
.handa-kankou.c o

m
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　中国のバイオリンを弾いてみませんか？
日　時　12月15(土)
　　　　①13:30～14:30　②15:15～16:15
場　所　半田市体育館 会議室
定　員　各５名（二胡用意いたします）
参加料　５００円
申込み　12月14日までに
連絡先　藤井千奈美　0566-77-0281

講座二 胡 体 験

　
　
　
　
　
　
　
フ
ァ
ー
ム
ア
ン
ド



特
設
無
料
人
権
相
談

募
　
集

相
　
談

講
習・講
座

博
物
館
講
座

「
江
戸
時
代
は
本
当
に

封
建
社
会
だ
っ
た
の
か
？
」

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

か
ら
だ
喜
ぶ

健
康
料
理
教
室

│
介
護
予
防
の

た
め
の
食
事
│

広告

はんだ市報　2018.12.119

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

対
象
　
16
歳
以
上
の
方

※
20
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同

意
書
、
高
校
生
は
同
意
書
に
加

え
学
校
の
許
可
が
必
要
で
す
。

募
集
人
数
　
2
名

勤
務
条
件

◇
日
時　
12
月
26
日
㈬
〜
30
日
㈰
、

平
成
31
年
1
月
4
日
㈮
・
7
日

㈪
・
8
日
㈫
（
全
8
日
）

　
7
時
45
分
〜
16
時
15
分
（
休
憩

1
時
間
）

◇
内
容　
ご
み
収
集
作
業
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
場
内
で
の
資
源

分
別
作
業
な
ど

◇
時
給　
9
7
0
円
（
12
月
29
日
・

30
日
は
1
，3
0
9
円
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ
　
12
月
3
日

㈪
〜
13
日
㈭
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

　

㉓
3
5
6
7
□FAX 

㉑
6
4
0
5

※
後
日
、
履
歴
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23

年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
に
お
い

て
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
、

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
12
月
4
日
〜
10
日
を
「
人

権
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
人
権
擁
護
委
員
制
度
70
周
年

を
迎
え
る
年
で
も
あ
り
、
こ
の
人

権
週
間
を
記
念
し
て
、
特
設
無
料

人
権
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
9
日
㈰

　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
雁
宿
ホ
ー
ル

　
　
　
第
1
・
2
会
議
室

相
談
事
項

◇
人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
な
ど
の

問
題

◇
結
婚
・
離
婚
な
ど
の
家
事
問
題

◇
隣
近
所
の
も
め
ご
と

◇
借
地
、
借
家
、
土
地
、
金
銭
賃

借
に
関
す
る
問
題

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

申
込
み　
不
要

問
合
わ
せ　
総
務
課

　
　
　
　
　

84
0
6
1
3

古
文
書
を
通
じ
て
郷
土
の
歴
史

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
古
文
書

に
残
さ
れ
た
記
録
を
読
み
解
き
、

数
百
年
前
の
人
々
の
暮
ら
し
に
迫

り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
で
使
用
し
た
古
文
書

は
会
場
で
実
物
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
平
成
31
年
1
月
26
日
㈯

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
　
博
物
館

　
　
　
視
聴
覚
室
（
2
階
）

定
員
　
50
名
（
先
着
順
）

講
師
　
柴
田 

邦
彦 

氏

　
　
　
（
博
物
館
専
門
員
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

受
講
料
　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
1
日

㈯
〜
平
成
31
年
1
月
24
日
㈭
に
、

講
座
名
・
参
加
者
氏
名
・
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
博
物
館
へ

　


㉓
7
1
7
3
□FAX 

㉓
7
1
7
4

 

Ｅ
メ
ー
ル 

hkbutsu@
city. 

handa.lg.jp
食
事
は
健
康
な
体
を
長
く
維
持

す
る
た
め
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

毎
日
し
っ
か
り
食
べ
、
い
つ
ま
で

も
自
立
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
、
元
気
な
う
ち
か

ら
介
護
予
防
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

日
に
ち　
平
成
31
年
1
月
15
日
・

22
日
・
29
日
の
全
て
火
曜
日

　
（
全
3
回
）

時
間
　
10
時
〜
13
時

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員
　
18
名

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物　
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
ふ
き
ん
・
手
拭
タ
オ

ル
参
加
費
　
1
，5
0
0
円

　
　
　
　
（
材
料
費
込
）

※
第
1
回
目
に
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
5
日

㈬
9
時
〜
28
日
㈮
に
、
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

84
0
6
4
6

※
は
ん
だ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
対

象
講
座
で
す
。

http://www.city.handa.lg.jp/jigyosha/kokoku/index.html

●「はんだ市報」広告掲載料

●「半田市ホームページ」バナー広告掲載料

申込み・問合わせ

1種（横  83mm×縦  45mm）1回  15,430円
2種（横168mm×縦  45mm）1回 30,860円
3種（横175mm×縦265mm ）1回  154,300 円
4種（裏表紙全面、大きさは3種）1回  205,710 円

市報に広告掲載で、
ホームページ広告が半額!!

トップページ…………… １か月  10,280円
インデックスページ…… １か月  6,170円

企画課 　84-0603　※詳しくは、ホームページをご覧ください。

広 告 募 集 ※金額は消費税込み

　
　
　
　
　
　

し
ば
た　

く
に
ひ
こ



成
年
後
見
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
講
座

防
火
管
理
講
習
会

甲
種（
新
規
）・乙
種

ス
マ
ホ
利
用
に
よ
る

実
生
活
へ
の
影
響

〜
友
達・学
力・健
康
〜

救
命
講
習

身
近
な
防
犯
講
座

骨
盤
矯
正
ヨ
ガ

講
習・講
座

半田市の市外局番▶0569 　　　はんだ市報　2018.12.1 20

現
在
多
く
の
方
が
使
用
す
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
実
生
活
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
、
講
師
の
方
の

話
を
聞
き
考
え
ま
す
。

日
時　
12
月
15
日
㈯

　
　
　
10
時
〜
12
時

場
所　
青
山
記
念
武
道
館

　
　
　
第
2
会
議
室

対
象　
ど
な
た
で
も
、
特
に
小
学

生
以
上
の
子
を
も
つ
家
族

定
員　
20
名
（
先
着
順
）

講
師　
今
井 

昌
彦 

氏
（
浜
松
学

院
大
学
短
期
大
学
部
教
授
）

受
講
料　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
1
日

㈯
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　

㉔
0
6
6
6

普
段
の
生
活
に
潜
む
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
講
義
や
護

身
術
な
ど
の
実
技
を
学
び
ま
す
。

認
知
症
の
高
齢
者
や
知
的
障
が

い
、
精
神
障
が
い
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
々
の
権
利
や
財
産
を

守
る
「
成
年
後
見
制
度
」
を
普
及
、

啓
発
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
・
内
容　
別
表
の
と
お
り

時
間　
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　
知
多
市
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
会
議
室
な
ど

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

講
師　
弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

参
加
費　
1
，0
0
0
円（
資
料
代
）

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
3
日

㈪
か
ら
、
電
話
で
知
多
地
域
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
へ

　

0
5
6
2
│
3
9
│
2
6
6
3

上
級
救
命
講
習

◇
日
時　
12
月
15
日
㈯

　
　
　
　
9
時
〜
18
時

◇
定
員　
30
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
、

搬
送
法
、
外
傷
手
当
、
そ
の
他

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

◇
日
時　
12
月
22
日
㈯

　
　
　
　
9
時
〜
12
時

◇
定
員　
20
名
（
先
着
順
）

◇
内
容　
心
肺
蘇
生
法
（
主
に
成

人
を
対
象
）、Ａ
Ｅ
Ｄ
、そ
の
他

場
所　
半
田
消
防
署

申
込
み
・
問
合
わ
せ

　
半
田
消
防
署　

㉑
1
4
9
2

※

年
度
計
画
及
び
詳
細
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
. 

cac-net.ne.jp/~
chitachu

/
）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
に
ち

◇
甲
種
（
新
規
）
課
程

平
成
31
年
2
月
7
日
㈭
・
8
日

㈮
（
全
2
回
）

◇
乙
種
課
程

　
平
成
31
年
2
月
7
日
㈭

情 報 コ ー ナ ー

日
時　
12
月
17
日
㈪

　
　
　
10
時
〜
11
時

場
所　
青
山
記
念
武
道
館

　
　
　
第
2
会
議
室

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

講
師　
警
察
官
Ｏ
Ｂ

受
講
料　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
1
日

㈯
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　


㉔
0
6
6
6

骨
盤
の
歪
み
を
改
善
し
、
新
陳

代
謝
を
高
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
へ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
す
。

日
時　
12
月
22
日
㈯

①
14
時
〜
15
時

②
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　
青
山
記
念
武
道
館

　
　
　
第
1
会
議
室

定
員　
各
回
10
名
（
先
着
順
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物　
飲
み
物
・
体
操
が
で
き

る
服
装
・
あ
れ
ば
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

受
講
料　
無
料

申
込
み
・
問
合
わ
せ　
12
月
1
日

㈯
9
時
か
ら
、
電
話
ま
た
は
直

接
青
山
記
念
武
道
館
へ

　

㉔
0
6
6
6

時
間　
9
時
30
分
〜
16
時
40
分

場
所　
ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田

　
　
　
小
ホ
ー
ル
（
2
階
）

対
象　
半
田
市
、
阿
久
比
町
、
武

豊
町
、
東
浦
町
に
在
住
、
在
勤

の
方
（
1
事
業
所
2
名
ま
で
）

定
員
（
先
着
順
）

　
甲
種
・
乙
種
合
わ
せ
て
80
名

受
講
料　
3
，7
0
0
円

※
申
込
み
時
に
、
振
込
用
紙
を
配

布
し
ま
す
。

申
込
み　
12
月
17
日
㈪
〜
21
日
㈮

に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
写
真
1
枚
（
縦
3

㎝
×
横
2.3
㎝
）
を
添
え
て
、
消

防
本
部
予
防
課
、
ま
た
は
消
防

署
各
支
署
（
阿
久
比
、
武
豊
、

東
浦
）
へ

※
郵
送
不
可
、
各
日
8
時
30
分
〜

17
時
に
受
付
し
ま
す
。

問
合
わ
せ　
知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

㉑
1
4
9
1

※

詳
し
く
は
、
消
防
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.cac- 

net.ne.jp/~
chitachu/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲防火管理講習会　

日にち・内容（全６回）
日にち 内容

平成３１年１月１８日㈮ 成年後見概論

平成３１年１月２５日㈮ 高齢者・障がい者の権利侵害の状況

平成３１年２月 １日㈮ 法定後見の申し立て手続き

平成３１年２月 ８日㈮ 財産管理と身上監護①

平成３１年２月１５日㈮ 財産管理と身上監護②

平成３１年２月２２日㈮ 後見人の実務

　
　
　
　
　
　

い
ま
い　

ま
さ
ひ
こ



そ
の
他

２
０
１
９
年
度
版

山
車
カ
レ
ン
ダ
ー
の
販
売

はんだ市報　2018.12.121

情 報 コ ー ナ ー

市
政
ニ
ュ
ー
ス

情
報
コ
ー
ナ
ー

催
し

募
集

講
座
な
ど

販
売
開
始
日　
12
月
3
日
㈪

仕
様

◇
Ａ
2
判
（
5
9
4
×
4
2
0
㎜
）

◇
13
ペ
ー
ジ
（
表
紙
、
12
か
月
各

1
ペ
ー
ジ
）

◇
各
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
写
真
入
り

（
市
内
10
地
区
の
春
祭
り
風
景

及
び
前
棚
蹴
込
彫
刻
）

販
売
価
格　
1
，2
0
0
円

問
合
わ
せ　
半
田
山
車
祭
り
保
存

会
事
務
局
（
博
物
館
内
）

　

㉓
7
1
7
3

知っ多マンドリーノ
ファミリーコンサート２０１８知多市公演
　マンドリンオーケストラの演奏をお楽しみください。
日時　１２月１６日（日）　１３時３０分開演（１３時開場）
場所　知多市勤労文化会館　つつじホール
入場料　無料
問合わせ　知っ多マンドリーノ（鈴木）　０９０-３２５４-９０２３

おかりなまつりｉｎはんだ２０１８
　アンサンブル音吹・半田隊ら県内外から６組が集うクリス
マスコンサートです。映画音楽から季節のうたまで、さまざま
なジャンルの曲を楽しめます。
日時　１２月２３日（祝）　１２時３０分～１５時３０分
場所　市民交流センター（クラシティ３階）
入場料　無料
問合わせ　オカリナデュオ「水平線」（かわい）
　　　　　０９０-１７２１-９４４４

一龍斎貞花・講談「榊原亀三郎物語」
　はんだ郷土史研究会創立１５周年、榊原弱者救済所跡保存
会創立５周年を祝して、記念イベントを開催します。
　半田・鴉根の丘にあった「幸せの村」。弱い人、貧しい人を１
万５千人も救った榊原亀三郎の偉業を人気講談師が名調子
で語ります。
日時　平成３１年１月２０日（日）　１４時開演
場所　アイプラザ半田　講堂
内容　①アトラクション（津軽三味線、コーラス、和太鼓）
　　　②法務省保護局の高官による講演
　　　③一龍斎貞花による講談「榊原亀三郎物語」
入場料　１，０００円（中学生以下は５００円）
前売券販売・主催・問合わせ
◇はんだ郷土史研究会（乙川町）　２２-７２１９
◇榊原弱者救済所跡保存会（鴉根区民館内）　２７-７１９１
※当日券もあります。

ヨガサークル会員募集
　楽しくヨガをやっているサークルです。呼吸法を使うかん
たんなヨガなので、初心者の方も大歓迎です。無料体験もあ
ります。
日時　毎週木曜日　１４時～１５時
場所　雁宿ホール　和室（２階）
問合わせ　雁宿ヨガサークル（長田）　０９０-１２３０-５６９１

イベント・講座情報募集中!!
受付期間　平成３１年１月１５日号・・・１２月３日（月）まで

平成３１年２月１日号・・・１２月５日（水）～１２月１９日（水）
平成３１年２月１５日号・・・ １２月１７日（月）～平成３１年１月７日（月）

受付件数　各号８件（先着順）
申込方法　掲載申請書を企画課へ（ＦＡＸ・Ｅメール可）
※掲載には条件があります。詳しくは、市ホームページ（みんなの
ひろばで検索）をご覧ください。

［問合わせ］ 建築課　８４-０６７０

抽選

棟号室
（間取り）

住宅名
(管理開始年) 家　賃（円）

市営住宅空家入居者募集

★２ＤＫの住宅は単身者向けです。
※上記以外に先着順募集を行っており、常時申込み可能な部屋が
あります。先着順募集の住宅では、３ＤＫ（３Ｋ）の部屋に単身での
入居が可能になりました。（一定の条件があります。）詳しくはホ
ームページまたは建築課窓口でご確認ください。

受付期間 12月3日（月）～１2月１4日(金）

６－２０６
（３ＤＫ） １６，７００円～３２，８００円大高

（昭和５５年）
２０８
（３Ｋ） １３，２００円～２５，９００円横川

（昭和５１年）
Ｂ－２０５
（３Ｋ） １１，５００円～２２，６００円長根西

（昭和４９年）

4―705
（2ＤＫ） 19,100円～37,500円君ヶ橋

（平成16年）

１―２０１
（３ＤＫ） １１，３００円～２２，１００円君ヶ橋

（昭和５２年）

表紙のことばFront
cover

み ん な

ひ ろ ば

の

　今回の表紙は、半田市の財政について
の記事をみなさんに広く伝えたいと考え、
家計簿に例えて表現しました。
　半田市の財政はみなさんの税金によっ
て支えられているので、それがどのよう
に使用されているのかなどについて、読
んで知っていただけると幸いです。

販売場所（在庫が無くなり次第販売終了）
販売場所 電話番号

半田市観光協会（アイプラザ半田） ３２-３２６４
知多半田駅前観光案内所（クラシティ1階）３２-３２６４
半田市役所（３階・観光課） ８４-０６８９
半田市立博物館 ２３-７１７３

紀伊國屋本店（亀崎町） ２８-００６４
半田赤レンガ建物 ２４-７０３１

さくら堂（昭和町） ２３-２７１２
写真の昭和（板山町） ２７-６０２０
肉のびっくり市（１１号地）※土・日のみ ２２-６１６１

いちりゅうさいていか かめさぶろう

ながた
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年 末 年 始 の 市 の 業 務

年末年始の緊急医療機関・水道修理当番

市役所・公共施設の年末年始の休みは次のとおりです。出生・死亡などの届出や半田斎場の予約は、市役
所宿直室（21-3111）で受け付けます。また、半田病院（22-9881）では、救急患者の場合、救急外来で
受け付けます。

１２月
施　設　名

市役所 21-3111

５日３日２日28日27日

クリーンセンター 23-3567
市民交流センター 32-3430
半田病院 22-9881
雁宿ホール 23-7331
図書館 23-7171
博物館 23-7173
新美南吉記念館 26-4888
空の科学館 23-7175
アイプラザ半田 23-2255
体育館 23-7176
青山記念武道館 24-0666
半田福祉ふれあいプール 26-6661
半田運動公園 27-6663
児童センター
板山ふれあいセンター 27-7655
病児保育施設 げんきの芽 21-0505
半田斎場 27-8700
半田赤レンガ建物 24-7031

29日 31日30日 １日
１月

４日
(水)(月)(日)(金)(木) (金) (土)(木)(土) (祝)

日（曜） 緊急医療機関
27日(木) 間瀬医院 ２７-５１６６ ㈲東邦設備アート ２４-０７６２

みずのファミリークリニック ３２-６００１ ㈲鈴木設備 ２７-５３３０
（内）中町クリニック ２２-１２１２

(小児)半田病院 ２２-９８８１

コスモ水道設備㈲ ２８-６０５７
（080-3672-8456）（内）小出クリニック ２８-３１１５

（外）中野整形外科 ２１-５４４８

（内）かみいけクリニック ２９-３１００
（産）半田病院 ２２-９８８１

㈱愛知テクノス ８９-０８１５
（080-8254-0139）（内）今泉内科 ２２-１１３７

(耳・外)小野耳鼻咽喉科 ２２-８７３３

（内）半田クリニック ２３-１１５５
（産）藤田病院 ２１-０９５１

愛豊管工㈱半田営業所 ２８-１５２４
（内）春田内科 ２２-５５３３

(耳・外)二ツ坂クリニック ２６-３４３４

（内）高須内科 ２８-５８８８
（産）ふたばクリニック ２０-５０００

石川水道設備 ２７-６３４５
（内）高川クリニック ２１-５５３１

(耳・外)おっかわ耳鼻咽喉科クリニック ８４-０４８７

（内）乙川さとうクリニック ８９-８３０１
（産）半田病院 ２２-９８８１

ダイエー設備 ２８-５８９０
（内）星崎ちゃや糖尿病内科 ２３-０８０８

(外)結生クリニック ２０-３７７７

（内）浜医院 ２３-６６１１
（産）藤田病院 ２１-０９５１

丸栄設備 ２２-８２８７
（内）住吉町クリニック ３２-２１２１

(耳・外)たけうち耳鼻咽喉科 ２１-１１３３
（産）ふたばクリニック ２０-５０００

28日(金)

29日(土)

30日(日)

31日(月)

1日(祝)

2日(水)

3日(木)

水道修理当番

【緊急医療機関の受付時間】
●１２月２７日（木）・２８日（金）：１９時～２２時
●１２月２９日（土）～１月３日（木）：【内科】９時～１２時、１６時～１９時　【外科】９時～１２時、１４時～１７時、

【産婦人科】９時～１２時
※緊急医療機関は変更となる場合があるので、半田市医師会ホームページでご確認ください。
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１０月１９日（金）から２８日（日）にかけて
亀崎地区にて、秋まつりが開催されました。
この秋まつりは、亀崎の文化や伝統を
知ってもらい、地区の賑わいを創ることを
目的に、山車の町亀崎秋まつり実行委員
会が中心となり計画してきました。
その取組みの一つとして、実行委員会
の母体団体の一つである亀崎郷土文化
協議会「海と蔵の会」が、昔の亀崎の風情
を伝える亀崎囲碁まつりを実施しました。
秋祭り開催に向けて囲碁クラブを立ち上

げ、普及活動を行ったこともあり、期間中に行われ
た囲碁まつりや囲碁クラブウィークの会場には石音
を楽しむ子どもや碁を懐かしむ大人の姿が多く見ら
れました。他にも歴史講座やお座敷遊びなどを開催
し、昔の亀崎の風情を味わい、いにしえの亀崎を伝
えるまつりとなりました。
今後も、亀崎の歴史や文化を市民や観光客に知

ってもらう機会の一つとして秋まつりを盛り上げて
いきたいとのことです。

※本事業は、平成３０年度半田市市民活動助成金対
象事業です。

山車の町亀崎２０１８秋まつり
～過去から未来へ～ いにしえの亀崎を伝える秋まつりを開催しました

はんだ市報　2018.12.123

半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、
より住みやすいまちにしていくことを目指しています。
このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、
その取り組みの様子をお届けします。

▲亀崎囲碁まつりの様子

▲特別座談会の様子

「科学にチャレンジ、不思議発見」参加者募集

日　時　平成31年１月１９日（土）　１３時～１６時３０分（受付１２時３０分より）
場　所　アイプラザ半田　小ホール
対　象　小学３年生から６年生
定　員　８０名（応募者多数の場合は抽選）
参加費　１００円
申込み・問合わせ　はがきに氏名、よみがな、生年月日、学校名、学年、保護者氏名、
住所、電話番号を記入して事務局へ郵送。（１２月14日（金）必着）

　半田市少年少女発明クラブ　〒４７５-８５５０　半田市中午町１７８
　ツカサ工業内発明クラブ事務局　２２-３１１１
※本事業は、平成３０年度半田市市民活動助成金の交付事業です。

　発明クラブと半
田工業高校のコラ
ボ企画、空気の力
を学ぶ実験と工作
体験（ペットボトル
空気砲、風船自動
車）を通して科学と
工作の楽しさを学
ぼう。

半田市 少年少女 発明クラブ
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ア ン ケ ー ト

Ｑ１ 今号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２ 今号を読んだことがきっかけで行動したこと、または、したいことはありましたか。
Ｑ３ 市報で取り上げてほしい内容や企画、広報に関するご意見・ご感想などありましたらお聞かせください。

編
集
後
記

回答方法
住所、氏名、年齢、アンケート
を書いて、ご送付ください。
あ て 先
　〒４７５-8666
　東洋町２-１　企画課
　Ｅメール
　kouhou@city.handa.lg.jp

早

【問合わせ】 企画課　84-0605

・シンボルデザインを使用した半田市の周知事業（袋・ステッカー等の作成）
・半田市指定天然記念物「萬三の白モッコウバラ」を活かしたＰＲ素材（紙袋等）の作成事業

事業者のみなさんへ

半田市シティプロモーション
推進事業助成金 募集開始!!

　半田市では、「情熱、蔵出し。半田市。」をキャッチフレーズに、行政だけでなく、企業や市民のみなさんと
も力を合わせ、“オール半田”体制で、半田市のイメージや認知度の向上に取り組んでいます。
　半田市シティプロモーション推進事業助成金は、半田市の魅力を市内外に発信する民間事業者の取組
みに対して、市が経費の一部を助成するものです。ぜひご応募ください。

対 象 者　事業を営む個人または法人
　　　　　※市内に事業所または店舗等を有し、２年以上事業を営んでいること。
対象となる取組み
　多くの人に「半田市」を知ってもらうために行う取組み、または市民に「半田市」のことを
もっと好きになってもらうために行う取組みで、次の条件を全て満たすこと。
①新たに実施する取組み、または新たな展開（特に情報発信の強化）を図る既存の取組み
であること。（ただし、助成対象は新たに展開する部分のみ）
②平成３２年（2020年）３月１０日までに完了できること。
③申請事業者の責任で、企画、事前準備、実施・運営ができること。

助成内容　１件あたり５０万円以内（対象経費の２分の１以内）
対象経費　対象となる取組みに必要な直接経費（消耗品費、印刷製本費、郵送料、保険料、撮影費、デザ

イン料、広告料、会場設営委託料、車両・機械の賃借料など）
選考日程　①プレゼンテーション・・・平成３１年２月１８日（月）９時～１２時
　　　　　②交付決定・・・平成３１年４月上旬（交付決定前の事前着手は認められません）
申込方法　平成３１年１月３１日（木）までに、必要書類を持参または郵送（期限内必着）で企画課へ
※詳しくは、市ホームページに掲載する「募集要項」をご覧ください（サイト内で「シティプロモーション」で検索）
※ご不明な点などありましたら、お気軽に企画課へご相談ください。

・汎用性の高いＰＲ素材の開発（名刺、包装紙、梱包箱、紙袋など）
・半田市のＰＲにつながるトラックや営業用車両への塗装

例

平成３０年度
助成事業

平成31年度 

▲袋（イメージ）


	1.表紙
	2P
	3P
	4P
	5P
	6P
	7P
	8P
	9P
	10P
	11P
	12P
	13P
	14P
	15P
	16P
	17P
	18P
	19P
	20P
	21P
	22P
	23P
	24P・裏表紙

